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令和８年４月 17 日 

福 岡 県 医 師 会 

 

中東情勢等に伴う医療物資供給状況に関する情報収集 

 実施要項 

 

１．目的 

中東情勢等に伴う医療機器及び医療物資の供給不安について、国の情報収集（G-

MIS ・EMIS）を補完し、兆候段階から現場の状況を把握することで、本会の迅速か

つ的確な対応判断に資するとともに、収集した情報を整理・分析の上、会員への

情報提供に活用し、福岡県に対し必要な支援につなげることを目的とする。 

 

２．基本方針 

（１）簡便性の確保（回答負担を最小限とする） 

（２）速報性の重視（兆候段階の把握） 

（３）補完的運用（国制度と役割分担） 

 

３．実施主体 

公益社団法人福岡県医師会 

 

４．対象 

会員医療機関 

 

５．実施方法 

（１）実施形態 

・Web フォーム（Google フォーム等）を活用 

 

（２）実施頻度 

・フェーズ１（注意段階）：週１回（原則として毎週月曜日正午までに入力） 

・フェーズ２（逼迫段階）：週２回程度 

・フェーズ３（不足段階）：随時 

  ※フェーズに応じて実施頻度及び収集項目は変更する 

 

（３）回答時間 

・約３分以内（選択式中心の簡易な内容とする） 
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６．収集項目（フェーズ１）（注意段階） 

（１）所属医師会（選択式） 

 

（２）施設種別（選択式） 

  □ 病院 □ 有床診療所 □ 無床診療所 □その他 

 

（３）機能（複数選択可） 

□ 救急対応あり □ 透析あり □ 手術あり □ 該当なし 

 

（４）現在の供給状況（必須） 

  ①問題の有無 

□ 問題あり（②へ） □ 問題なし（問７へ）  

 

   ②「問題あり」と回答した場合 

 □ 価格上昇がある □ 供給制限がある 

 □ 納期遅延・不安定がある  □ 入手困難（不足）がある   

 

（５）供給上の問題がある品目（価格上昇、供給制限、納期遅延、不足等） 

  □ 輸液関連資材（輸液チューブ・ルート等） 

  □ 点滴バッグ・輸液製剤 

□ 医薬品（輸液製剤を除く） 

  □ 注射器・針 

□ 滅菌手袋 

  □ 非滅菌手袋 

□ 滅菌ガウン 

□ 非滅菌ガウン 

□ マスク類 

□ 消毒関連（アルコール等） 

  □ 検査関連資材 

  □ 医療ガス関連 

  □ その他（自由記述） 

 

（６）在庫状況（※上で選択した品目のうち、最も状況が厳しいものについて 

お答えください。） 

  □ 当面問題なし（概ね１か月以上） 

  □ やや余裕が少ない（２〜４週間程度） 
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  □ 継続に不安あり（１〜２週間程度） 

  □ 早急な対応が必要（１週間未満） 

 

（７）診療への影響（選択式） 

  □ なし 

 □ 影響はないが、自主的な制限や代替品の確保等により対応している 

  □ 軽微（影響はあるが継続可能） 

  □ あり（診療に支障あり） 

 

（８）自由記述（任意） 

※影響のある診療内容や不足している品目の詳細があれば記載してくだ

さい。（例：外来診療への影響、採血・点滴・注射の制限、検査の延期・

中止、処方の変更、滅菌手袋・滅菌ガウン・ディスポ製品の不足 等） 

 

７．対応移行目安 

・在庫状況で「やや余裕が少ない」が複数確認された場合、注意喚起を検討 

・「継続に不安あり」が確認された場合、個別確認及び必要に応じて支援 

 

８．国の情報収集との関係 

・G-MIS／EMIS：公式な状況把握（影響発生後） 

・本取組：兆候段階の把握（早期警戒） 

※二重報告を求めるものではない 

 

９．留意事項 

・本取組は任意の協力に基づくものとする 

・医療機関の負担軽減を最優先とする 

・回答内容は個別の評価や指導に用いるものではない 

・個別の医療機関が特定される形で公表することはない 


